
エアロス チェ ス:

患者名 日時 年  月  日

ID 薬局名
薬剤師名

エ チエック

用法/用量

□患者さんに指示された用法用量

(1回 2吸入、1日 2回 )を理解している。
・吸入回数を守り、症状が無いときでも、毎日吸入するよう伝えてください。

事前準備

ロキヤップを外します。
□吸入器を5回振ります。
□吸入器のボンベを押すと霧状のガスが出ます。(空噴霧)
□振る→空噴霧の操作を2回繰り返す。
・初回のみ必要な操作で、毎回行わないように指導して下さい。
・アクチュエーター洗浄後、7日 以上使用しなかつた場合、吸入器を落としてしまつた場合も
同様に操作を行つてください。

ロカウンターで残量を確認。

□

□吸入器を5回振ります。

□薬剤を吸入する前に十分に息を吐く。
・十分に薬剤を吸入する為に、とても大切な事も伝えます。

□吸入口を歯でくわえ、舌を下げaで万戸天顧両戻顧戸
~~~~~~

ロボンペを押すと同時に、2秒以上かけてゆっくり吸い込む。
※オープンマウス法でも可。
・吸入時に「同調できない」「刺激でむせてしまう」などの場合にはスペーサーの使用を考慮
し、コメント欄に記載願います。

□吸入口から口を離し、5秒間息を止める。
・息止めは無理はしない程度にしてください。

□息をゆつくり吐き出す。
・吸入口には息を吹きかけないでください。

□吸入後、キャップをする。
・キャップをする前に、吸入口を拭くようにします。

吸入操作

□もう一回吸入する時は、残量確認からやり直します。

う力くい (ヽ フ・□

□主薬と噴霧ガスを均―にするため、噴霧前に容器を十分に振る必要が
あります。

□既にオープンマウス法で問題なくできている患者は、無理にクローズド
マウス法に変更する必要はありません。初めて吸入する患者は、クロー
ズドマウス法で指導します。

□吸入ステロイドの場合は、口腔内のカンジダや唖声などの副作用を予
防するため、うがいの重要性を伝えます。

注意点

□吸入口に薬剤が付着しやすいため、週に1度アクチュエーターをぬるま
湯で30秒ほど洗浄し、十分に乾燥させる必要があります。

初回

吸入手技
確認
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